
第１９７回 地震予知連絡会

記者レクチャー資料

事務局：国土地理院

平成２４年１１月２１日



地震予知連絡会第２２期委員名簿 （平成２４年１１月２１日現在） 

 

会     長  平 原 和 朗   京都大学大学院理学研究科教授 

副  会  長   松  澤      暢    東北大学大学院理学研究科教授 

会 長 代 理 

東日本部会長 

副  会  長   山 岡 耕 春    名古屋大学大学院環境学研究科 

重点検討課題             附属地震火山研究センター教授 

運営部会長 

中日本部会長    平 田   直  東京大学地震研究所教授 

西日本部会長   西  上  欽  也    京都大学防災研究所教授 

委     員      谷 岡  勇市郎    北海道大学大学院理学研究院教授 

                八  木  勇  治    筑波大学大学院生命環境科学研究科准教授 

                池 田  安 隆    東京大学大学院理学系研究科准教授 

          佐  藤  比呂志    東京大学地震研究所教授 

          佐  竹  健  治    東京大学地震研究所教授 

          篠  原  雅  尚    東京大学地震研究所教授 

          小 原 一 成    東京大学地震研究所教授 

          小 川 康 雄    東京工業大学火山流体研究センター教授 

          尾 形 良 彦    統計数理研究所名誉教授 

          澁 谷 拓 郎    京都大学防災研究所教授 

          松 本     聡  九州大学大学院理学研究院准教授 

          後 藤 和 彦  鹿児島大学大学院理工学研究科准教授 

                青 井   真  独立行政法人防災科学技術研究所 

                   観測・予測研究領域地震・火山防災研究ユニット 

                   地震・火山観測データセンター長 

                 汐 見 勝 彦    独立行政法人防災科学技術研究所 

観測・予測研究領域地震・火山防災研究ユニット 

主任研究員 

          堀   高 峰  独立行政法人海洋研究開発機構 

地震津波・防災研究プロジェクト 

データ解析グループ サブリーダー 

          桑 原  保 人    独立行政法人産業技術総合研究所 

                   活断層・地震研究センター副センター長 

          加 藤 幸 弘  海上保安庁海洋情報部海洋調査課長 

土 井 恵 治  気象庁地震火山部地震予知情報課長 

          齋 藤   誠  気象庁地震火山部管理課地震情報企画官 

          横 田    崇    気象庁気象研究所地震火山研究部長 

          村 上 真 幸   国土地理院測地部長 

          齊 藤   隆  国土地理院地理地殻活動研究センター長 

          今給黎  哲  郎    国土地理院測地観測センター長 

          阿 部 勝 征    地震防災対策強化地域判定会会長 
 
名 誉 委 員     高 木 章 雄    東北大学名誉教授 

                  茂 木 清 夫   東京大学名誉教授 

   大 竹 政 和    東北大学名誉教授 

                  島 崎 邦 彦   東京大学名誉教授 

 

(下線部が今回の変更部分) 

　　1



地震予知連絡会第２２期委員名簿 （平成２４年１１月２１日現在） 

 

東 日 本 部 会 

部  会  長      松  澤      暢    東北大学大学院理学研究科教授 

委     員      谷 岡  勇市郎    北海道大学大学院理学研究院教授 

          佐  藤  比呂志    東京大学地震研究所教授 

          篠  原  雅  尚    東京大学地震研究所教授 

青 井   真    独立行政法人防災科学技術研究所 

                   観測・予測研究領域地震・火山防災研究ユニット 

                   地震・火山観測データセンター長 

          堀   高 峰  独立行政法人海洋研究開発機構 

地震津波・防災研究プロジェクト 

データ解析グループ サブリーダー 

          桑 原  保 人    独立行政法人産業技術総合研究所 

                   活断層・地震研究センター副センター長 

          加 藤 幸 弘  海上保安庁海洋情報部海洋調査課長 

土 井 恵 治  気象庁地震火山部地震予知情報課長 

          齋 藤   隆  国土地理院地理地殻活動研究センター長 

 

 

中 日 本 部 会 

部  会  長      平 田   直  東京大学地震研究所教授 

附属地震火山・防災研究センター教授 

委     員      佐  藤  比呂志    東京大学地震研究所教授 

          篠  原  雅  尚    東京大学地震研究所教授 

          山 岡 耕 春  名古屋大学大学院環境学研究科 

                   附属地震火山研究センター教授 

          青 井   真    独立行政法人防災科学技術研究所 

                   観測・予測研究領域地震・火山防災研究ユニット 

                   地震・火山観測データセンター長 

          堀   高 峰  独立行政法人海洋研究開発機構 

地震津波・防災研究プロジェクト 

データ解析グループ サブリーダー 

          桑 原  保 人    独立行政法人産業技術総合研究所 

                   活断層・地震研究センター副センター長 

          加 藤 幸 弘  海上保安庁海洋情報部海洋調査課長 

土 井 恵 治  気象庁地震火山部地震予知情報課長 

          齋 藤   隆  国土地理院地理地殻活動研究センター長 

 

　　2



西 日 本 部 会 

部  会  長      西 上 欽 也    京都大学防災研究所教授 

委     員      山 岡 耕 春   名古屋大学大学院環境学研究科 

附属地震火山研究センター教授 

          松 本     聡  九州大学大学院理学研究院准教授 

          後 藤 和 彦  鹿児島大学大学院理工学研究科准教授 

青 井   真    独立行政法人防災科学技術研究所 

                   観測・予測研究領域地震・火山防災研究ユニット 

                   地震・火山観測データセンター長 

          堀   高 峰  独立行政法人海洋研究開発機構 

地震津波・防災研究プロジェクト 

データ解析グループ サブリーダー 

          桑 原  保 人    独立行政法人産業技術総合研究所 

                   活断層・地震研究センター副センター長 

          加 藤 幸 弘  海上保安庁海洋情報部海洋調査課長 

土 井 恵 治  気象庁地震火山部地震予知情報課長 

          齋 藤   隆  国土地理院地理地殻活動研究センター長 

 

 

  重点検討課題運営部会 

部  会  長      山 岡 耕 春   名古屋大学大学院環境学研究科 

附属地震火山研究センター教授 

委     員      谷 岡  勇市郎    北海道大学大学院理学研究院教授 

松  澤      暢    東北大学大学院理学研究科教授 

          篠  原  雅  尚    東京大学地震研究所教授 

          小 原 一 成  東京大学地震研究所教授 

青 井   真    独立行政法人防災科学技術研究所 

                   観測・予測研究領域地震・火山防災研究ユニット 

                   地震・火山観測データセンター長 

          桑 原  保 人    独立行政法人産業技術総合研究所 

                   活断層・地震研究センター副センター長 

土 井 恵 治  気象庁地震火山部地震予知情報課長 

          齋 藤   隆  国土地理院地理地殻活動研究センター長 

 

 

(下線部が今回の変更部分) 

 

　　3



平成 24 年 11 月 21 日 
地 震 予 知 連 絡 会 

 
地震予知連絡会「将来検討 WG（仮称）」の設置 

 
１．背景と設置目的 

 地震予知連絡会は、地震予知の実用化を促進する旨の閣議了解（昭和43年5月）及

び測地学審議会建議（昭和43年7月）を踏まえて、地震予知に関する調査・観測・研

究結果等の情報の交換とそれらに基づく学術的な検討を行うことを目的に、昭和44年
4月、国土地理院に事務局を置き発足した。現在では、「地震及び火山噴火予知のため

の観測研究計画の推進について(建議)」において、「地震活動・地殻変動等に関するモ

ニタリング結果を中心とした情報交換を行い、モニタリング手法の高度化を検討する

場」として位置付けられている。平成21年には、注目すべき地震や地震予知研究に重

要な問題などを「重点検討課題」として集中的な検討を行うように審議方法を変更し

た。 
 2011年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震は、日本海溝から沈み込む太平洋

プレートと上盤との境界で発生する巨大地震に関して我々がこれまで抱いていたイメ

ージが、実際とは大きく異なっていたことを示した。これに対し、地震予知連絡会で

は、プレート境界に関する我々のイメージや、そこで発生する巨大地震の地震像が正

しいかどうか、「プレート境界に関するわれわれのイメージは正しいか？」という重点

検討課題として、東北地方太平洋沖地震を踏まえた再検討を行ってきた。一方、前述

の現建議のレビューや見直しも進められ、次期計画の検討も開始されつつある。これ

までの検討や次期計画の検討状況をふまえつつ、地震予知連絡会自らも、組織の名称

を含め、今後の活動に関するさらなる検討を行うために、本ワーキンググループ(WG)
を設置する。 
 

２．検討項目 

（１）地震予知連絡会の役割の再確認と今後の方向性 

（２）「予知」と「予測」の捉え方 

（３）組織名称の変更の必要性 
 
３．検討において考慮すべき事項 

(1) 地震予知連絡会の発足の経緯と目的 

(2) 「地震及び火山噴火予知のための観測研究計画の推進について(建議)」 

(3) 建議のレビュー、見直し建議、及び次期建議 

(4) 地震の観測・研究を実施している各機関・組織の役割 

(5) 組織名称変更に伴う社会への影響、メリット・デメリット 

(6) その他 

 
４．検討の進め方 

(1) 会長が WG の主査を指名する。 
(2) 主査が WG 委員（原則 8 名以内）を指名する。 
(3) 第 22 期（H25 年 3 月 31 日まで）に２回程度 WG 会合を行う。 
(4) 第 22期で結論に至らない場合には第23期に引き継ぐようなまとめ方とする。 
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地殻活動モニタリングに関する検討
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ＧＮＳＳ連続観測から推定した日本列島の歪み変化

ＧＮＳＳ座標値データに基づいて1年間の歪み変化図を作成した．座標値の15日分の平均値から

１年間の変位ベクトルを算出し，それに基づいて歪みを計算している．

国土地理院資料

基準期間：2011/09/29 ～ 2011/10/13
比較期間：2012/09/29 ～ 2012/10/13
　　　　　　　　　　　 GEONET F3解

・2011年3月11日に発生した東北地方
　太平洋沖地震の余効変動の影響に
　よる歪みが見られる.
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基準期間 : 2012/07/04 ‑‑ 2012/07/10 ［Ｆ３：最終解］

比較期間 : 2012/10/04 ‑‑ 2012/10/10 ［Ｆ３：最終解］

東北地方太平洋沖地震（M9.0)後の地殻変動（水平）－３ヶ月ー

東日本で東向きの変動が見られる.

固定局：福江（長崎県）

国土地理院資料
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東北地方太平洋沖地震（M9.0)後の地殻変動（上下）－３ヶ月ー
太平洋沿岸の一部観測点で隆起傾向が見られるが,その大きさは小さくなってきている.

基準期間 : 2012/07/04 ‑‑ 2012/07/10 ［Ｆ３：最終解］

比較期間 : 2012/10/04 ‑‑ 2012/10/10 ［Ｆ３：最終解］

固定局：福江（長崎県）

国土地理院資料
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東北地方太平洋沖地震後の地殻変動　対数関数近似（6）
地震後 30日間のデータを除外して推定

表示期間　 2011/03/11 18:00:00 ～ 2012/10/29 12:00:00【Q3解】

福江（950462） － Ｍ牡鹿 (059071)
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地震後 590日までのデータによる推定値

disp = a log(1 + t/b) + c

成分 a [m] b [day] c [m] χ2

東西 +0.2453 74.62 +5.2855

南北 -0.0944 74.62 -1.7231 1.70

上下 +0.0886 74.62 -1.0910

7日間予測残差平均 (東西/南北/上下)

+0.0011/-0.0056/+0.0223 [m]

地震後 500日までのデータによる推定値

disp = a log(1 + t/b) + c

成分 a [m] b [day] c [m] χ2

東西 +0.2352 65.99 +5.2779

南北 -0.0910 65.99 -1.7195 1.55

上下 +0.0796 65.99 -1.0871

97日間予測残差平均 (東西/南北/上下)

+0.0060/-0.0012/+0.0175 [m]

国土地理院
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期間：2012年06月29日 - 2012年07月13日（基準期間）【F3解】
　　　2012年09月29日 - 2012年10月13日（比較期間）【F3解】

東北地方太平洋沖地震後の余効変動の影響が見られる.

ＧＮＳＳ連続観測データから推定した地震後の歪み変化（東日本）３ヶ月

国土地理院資料

・太点線はフィリピン海スラブの北東端（Uchida et al.,2010,JGR)
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顕著な滑りの移動は見られない .

平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震後の

プレート境界面上の滑りの時間変化（4） （暫定）【モデル２】

国土地理院資料

時間と共にモーメントの解放速度が小さくなっている

データ期間　20110312 - 20121024 【F3 最終解（R3 速報解も含む）】　

地震直後の約 30 時間のモーメント増加量は含まれていない .
（剛性率：40GPa)
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重 点 検 討 課 題 の 検 討

　 「世界の巨大地震・津波」



Global CMT catalog M 7

Updated from
Satake and Atwater (2007, Ann. Rev. Earth Planet. Sci.)

東京大学地震研究所　佐竹健治　資料　　15
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M9 M8.5
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第１９８回地震予知連絡会重点検討課題について 

タイトル「東北地方太平洋沖地震に関する検討（まとめ）」 

 

趣旨説明者 東北大学 大学院理学研究科 松澤暢 

 

 2011年3月11日にM9.0の東北地方太平洋沖地震が発生したことを受けて，地震予知連絡会

では，第190回地震予知連絡会以降、重点検討課題として、この地震の特徴や発生原因等に

ついて検討してきた．第190回，191回，193回では「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖

地震」と題して，３回にわたってこの地震についての検討が行われた．また，第192回，194

回，195回では「プレート境界に関するわれわれのイメージは正しいか？」と題して，南海

トラフ・南西諸島海溝，千島海溝，相模トラフ・首都圏直下におけるプレート境界に対す

る現状の考え方について整理・検討を行った．196回では内陸での誘発地震も取り上げ，ま

た197回では「世界の巨大地震・津波」の検討を行った．さらに，この間に東北地方太平洋

沖地震についての新たな知見が得られれば，「地殻活動モニタリングに関する検討」の中で

検討を行ってきた． 

 第198回地震予知連絡会 重点検討課題の検討では、これまでの議論や検討結果を踏まえ，

このような地震がなぜ・どのように発生したのか，また今後，このような巨大地震の発生

に備えるために何をどのようにモニタリングすべきかについて，本震発生から２年を経過

した現時点でのまとめを行うことを目的とする． 
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